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＜連絡事項＞

· 9/7（金）16：00～17：00　青南病院1階待合室で森田清助様のケア会議実施。当日のナイトケアスタッフが出席予定。

· 青仁会ふれあい秋祭りのバザーの出品は、山口碧SWまで（通所スタッフ分）。

· プログラムのテキストは明日までに提出する事。

＜外来情報＞

· 平　康子　様～「頭がボーっとする」「喉が乾燥する」と主治医に相談している。主治医より、

水分を多く取るようにし、ゆっくり休むようにとアドバイスあり。

· 奥山　依以子様～青山荘での流しそうめんのプログラムのことや、退所するメンバーについての

ことを気にした発言聞かれている。

· 中居　松男様～「朝が眠くて仕方が無い」と相談あり。三沢の航空祭を見に行くと報告されている。

· 鈴木　恵美子様～血液検査の結果を説明。肩の痛みを訴える為、アスモロール処方となっている。

· 柳町　信之様～硬い便が出て出血したと報告している。

· 前野　義勝様～右の胸部に痛みがある為、他科受診しレントゲン検査施行したと報告あり。腎臓病
　　　　　　　の症状や治療方法について確認している。

＜利用者様情報＞

· 川口　尚良様～本日より正式利用。今後は週２日（火・木曜日）での通所予定。来所後の様子とし

て、自分から他メンバーへの発言はないがスタッフへは「次は何をするんですか？」等、相談・確認をすることが出来ている。運動プログラムへの参加を希望しているが、泌尿器疾患により食事・運動の制限の可能性もあることから、運動は控えめにしておくよう説明。明日、泌尿器科受診予定と話される為、主治医へと可能な運動量と、食事内容について確認して来て頂きたい事を伝えている。

今後の対応

・まだ緊張感が強い為、スタッフが必要時には介入しデイケアのペースに慣れ
て頂く。

· 種市　久子様～本人から、本日通所利用予定との情報受けているが、定時の来所及び連絡が無い。　

本人宅へ詳細確認の為電話連絡を行うが、連絡を受けている電話番号が使用不可能となっている。

今後の対応

・本人の連絡先の確認と通所日の確認を行う。

· 関　秀治様　～　ナイトケア利用について本日青明舎スタッフを交えて話し合いを行っている。

○ナイトケア体験利用の感想

・周囲のメンバーとは「話も出来たので大丈夫」と話す。

・緊張する事は無く、時間もゆっくりで良かった。

○今後のナイトケア利用意志

・ナイトケアを週５日での利用希望聞かれている。（今後、職親利用日が増える事が予想される為、デイケアからナイトケアへの完全な移行を希望）

・デイケアからの移行や、デイケアでの親しいメンバーとの交流の機会が減る事については、「特に親しいわけではないので構わない」と話す。

○本人の気がかりな点

職親利用日以外の日中を、どのように過ごしてよいのかわからない。
　⇒・現在せっかく職親を利用している為、ハローワーク等の公共施設を利用し　　　　

仕事を見てみる事も有意義である事を提案。

　　　　　　　　　　　・青明舎の利用や、町へ行くなど自分の活動性を広げる機会を設ける事を

アドバイスしている｡

現在の就床時間が21：00だが、ナイトケアを利用する事で20：00までが活動の時間となる。そのことにより、生活に多少のずれが生じるのではないか。

⇒・入眠時間のズレや、環境変化でのストレスによる生活への影響を確認するが、「薬が増薬になっているから大丈夫だと思います」と話す。

○今後の方向性

　　　　　　　　　　・明日の外来受診時に主治医へとナイトケア利用意志と、週５日での利用を希望している事を報告・相談する。

　　　　　　　　　　・ナイトケア利用が決まり次第本人ヘ連絡を行う。（利用はいつからでも構わないと本人より話しあり）

＜事例検討＞

古舘　ヨリ様　53歳　　　統合失調症　

通所開始日　平成14年12月1日（5年8ヶ月）２週間に１度（木曜日）訪問看護を利用

検討内容

○現状から見た治療計画の見直し

♯１　体重の増加と糖尿病の悪化を防ぐ。

· 体重66.0㎏だが、長期間同じ体重を維持することができている。

· 以前にましてアイスや菓子などの間食が増えている。

· 栄養指導教室、疾病教室（糖尿病）を実施しているが、理解することが難しい様子。

（対応）

· 毎日の食事内容を確認し、定期的に個別での栄養指導を実施

· 毎日の体重測定の継続した実施

♯２　単身生活の悩みを表出できない。

・生活状況の確認や相談をする事は出来ていたが、解決策を提案しても実行する事が出来なかった。

・訪問看護の導入に伴い、自宅で困っている事をその場で解決出来る環境が整った。

（対応）

　・生活に対しての相談は場面を設定しなくても、自分から話す事が出来るようになってきたことから、治療計画の目標を達成とする。

・今後も継続して、本人の訴え時には傾聴し、アドバイスを行っていく。

○スタッフから本人に対しての気になる点

整容面について

・青山荘で定期的（週２～３回）入浴することはできているが、その後の外観を気にすることは少ない。

・デイケア通所時、または通所の休憩時間での整容面（寝癖、衣類）の乱れが見られる。

（対応）

　　整容面で気付く事があった時にその都度、振り返りを行う。

北嶋　剛　様　46歳　　　統合失調症　

通所開始日　平成14年5月31日（5年3ヶ月）出席率　0％

デイケア治療計画

· 定期的な欠席の連絡は行えている為、連絡時に定期的な通所を促す。
（Ｈ19年4月から現在まで通所できていない）

· 話の内容を自分に都合の良いように作り変えてしまう事がある。

今後の対応

· 色々な話をして電話が30以上かかってしまうこともあるため、時間設定（１５分以内）を決め、電話対応を行う。

· 電話連絡があった際には本人の状況確認と、家での様子の確認を行う。

· 本話に矛盾が生じている時には、その都度話の内容を振り返り確認していく。










